
 

 

第201回東葛しぜん観察会 

松虫寺伝説の里で春を楽しむ 

宮崎  創（白井市） 

日 時：2025年4月6日（日）9：30～12：00 

場 所：印旛日本医大駅～松虫寺～松虫寺公園 

参加者：34名、担当指導員：小川・田島・、前田・宮崎、指導員：19名 

気持ちよく晴れた空にイワツバメが飛んでいたスタート地点。春の訪れを感じながら3班に分かれて観察会

が始まりました。住宅街植栽に咲く花々を眺めながら里山へ向かいます。最初のポイントはシロイヌナヅナ、世

界で初めて宇宙で育てられた植物と紹介され、参加者は一気に自然観察指導員の話に引き込まれていきま

す。遠巻きに見ていた参加者も指導員が手に取ったシロイヌナズナを覗きこんで写真撮影をしたり、「へぇー。」

と感心しながら しきりにメモとっていました。「イヌ」由来(役に立たない植物には動物の名前がつきがち)に一笑

い。近くのナズナと比べながら「あまり見かけないねー。」などと特徴を知って 頷いていました。  

キブシの説明では宮崎が用意したキブシの花を 頭をつけ合わせて、雌雄の違いを観察していました。「こっ

ちは黄色く見えるね。花粉をつけるところみたいだからこっちが雄かな」と雌雄の花の違いに気がつく方もいらっ

しゃいました。雌雄の違いが分かると近くにあるキブシの雌雄も気になる様で、「あそこの(キブシ)はどっちだ

ろ？」と上を眺めて 観察を楽しんでいる様でした。 

しばらく行くとツバキが咲き誇っています。ツバキはなぜ花ごと落ちるのかを実際に落ちているツバキの花を

手に取って観察しながら 確認したり、花びらに着くメジロの足跡をみて「本当だー！」と驚く姿がありました。ツバ

キは人間の生活に密接に関わっている植物ですが、人間以外にも色々な生き物が関わってことを知って参加

者は「チャドクガ！！刺されたことある！」「色々つかえるのね。すごいねー。」と感慨深い様子を見せていまし

た。草木が芽吹き 花が咲く春らしい景色を眺めながら、指導員が「俳句などでまさにこういった景色を『やまわら

う』と言うそうです。」と話すと「へぇー。面白い！」と感激する声も聞こえてきました。次第に周囲の植物に興味を

示し、自然と足が動いてきた参加者の方 。々「コレなんですか？」と指導員に声をかけコミュニケーションをとりな

がら里山散歩を楽しんでいました。 

松虫寺に着く手前の坂にさしかかると満開のソメイヨシノが広がっていました。「桜すごーい！！」と咲き誇る

桜に喜びを隠せない様子の参加者の方 。々疲れも吹き飛んだといった様子すらうかがえました。松虫寺付近で

春探しは最高潮を迎えます。虫眼鏡やカメラ、図鑑を取り出して黙々と春探しを楽しんでいました。ジュウニヒト

エ・ツリガネニンジン・ヤブカンゾウなど様々な植物が生えていました。お昼近くなったからでしょうか。「これは食

べられるんですか？」なんて会話も聞こえてきました。松虫寺へ着くとお寺の前の立派なスダジイに「おおっ。」と

驚きの声が。境内に入るとそこにも桜がありました。桜の話はやはり人気で、ヤエベニシダレの説明を聞きなが

ら手に取って真剣な眼差しで観察をされる方が多かった様に思います。目線の高さまで枝が垂れ下がっている

ことでじっくり観察できたことも良かったのではないでしょうか。 

観察会の終わりを見計らってか雨がぱらついてきたところで、観察会も終了となりました。「楽しくてあっという

間だった。疲れた感じがしない。」と話し、観察会を心から楽しんでくれていた様子の参加者の方々でした。 

 

キブシは雌雄別株で淡黄色の花は鐘形    ホトケノザ 三階草:花から種を出して観察   松虫寺でヤエベニシダレを手にとって観察 


